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テーマ：　本研究の主題は、都市という多様な人的交流の場で、都市儀礼という機会が持つ意味と可能性を探るこ

とにある。ここでいう都市儀礼とは、日本民族で言う「祭礼」や観光・開発人類学の「イベント」概念に近い、包括的

概念である。国家レベルでは国慶節（双十節）から中小都市の信仰行事が含まれるが、今回は北京周辺の都市で

展開する廟会での儀礼を分析の対象とする。

一般的には、祭礼は信仰に支えられた個人的な行事と考えられるが、現在華北一帯で挙行されるものは一時消

滅した儀礼が、近年再構成され、観光化したものである（呉剛戟１９９２など）。この現象を社会的アノミーや政策の

問題ではなく、人々の関わり（組織化・参加）とそれに併なう言説、政府の対応といった複眼的考察から捉えるため

には、体面的状況で得られるミクロな資料が必要となる。以上の理由から留学による継続的調査が必要となる。

先行研究：　中国語圏の都市儀礼研究は、従来台湾をフィールドとした人類学を中心に進められてきた。一方、大

陸部では欧米の歴史研究者や中国の民族学者による事例報告がごく少数あるにすぎない。

これは、①　以前の人類学が目標としてきた農村における長期滞在型調査が不可能に近いこと、

②　社会主義化した中国では、都市儀礼と呼べる現象が存在しないと考えられた　点に求められる。

しかし、申請者は１９９４年の人民大学留学時にこうした行事を検分している。又、近年研究者間でも「祭礼の復

活」が注目されており、上記の研究の必要が高まっている。

特色：　本研究は、祭礼に関する民衆のネットワークと言説を扱うことで、最終的には不可視的領域、即ち文化的

観念を明らかにするものである。その為には、人類学的調査批判としてしばしば言及される観察・評価者としての

「私」と客体としての現地の人々という立場を避ける工夫を設けている点にある。例えば、申請者は日本の中の内

的開発に成功した村の調査を経験しており、観光化しつつある儀礼をより有意義な方向へ向ける議論へ参加でき

る点などが挙がる。

又、可能な限り現場及び研究者間の議論の機会を作ることで、調査者/被調査者という枠組み以上に「共通の課

題を異なる立場から検討する」スタンスを目標とする。














